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（言語聴覚学科）入学試験問題 

 

小論文 

 
 
 
 
（注 意） 
１  係員の指示があるまで、問題用紙及び解答用紙に触れないで下さい。 

２  問題は 4 頁～8 頁に印刷されています。 

３  解答用紙に氏名，受験番号を記入して下さい。 

４  机の上には鉛筆、シャープペンシル、消しゴム、時計（計算機能のついていない

ものに限る）、受験票以外は置かないで下さい。 

５  受験票は番号札の手前に置いて下さい。 

６  マスクを着用している者は、試験官が本人を確認する間、マスクを外して下さい。 

７  ハンカチ、ティッシュペーパーを使用する者は、静かに挙手をして、係員の指示

に従って下さい。 

８  試験中の途中退室は認められません。ただし、気分が悪くなったり、トイレへ行き

たくなった者は静かに挙手をして、係員の指示に従って下さい。 

９  試験問題に関する質問は一切受け付けません。 

10  試験終了後、試験問題は持ち帰って結構です。 
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－問題は 4 頁より始まる－ 
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【問題文】 

  

課題文Ａ･Ｂは，ある保育士が体験したことを書いた文章です．課題文Ａ･Ｂからあな

た自身の心で感じ，読み取ったことを 800 字以内で書きなさい．その際，課題文Ａ･

Ｂの内容を十分踏まえながら書くこと．また，論旨およびその流れがよくわかるよう

に書くこと．さいごに，解答用紙に小論文のタイトルを書くこと． 
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【課題文 Ａ】 

 

Ｋくん（2歳8ヵ月）は，年長組の兄との２人兄弟で，活発で元気な男の子．自分でできる

ことが多く，生活面であまり大人の手がかからない子どもだが，そのことが逆に私には少し

気になっていた．多くの子どもは「できない，やって，先生と」などと，自分のできること

でも保育者に甘えてやってもらいたがったり，私と一緒にやりたがったりするのに，Ｋくん

はそのように私に甘える姿はあまりなかったからだ．絵本を一緒に見るときは膝に座ってく

るが，それ以外は，くっつきにくることも少なく，抱っこしても身体を硬くしているような

感じだった．何となくＫくんとのあいだに距離を感じ，Ｋくんが安心してもっと自分を出せ

る存在になりたいと思いながら過ごしていた． 

 

午前のおやつが始まる時間．それぞれ好きな遊びをしていたが，おやつが始まりそうだと

分かると，何人かの子どもは片付けて，「おやつ食べる！」とおやつのテーブルに向かう．私

は他の子どもたちの遊びの様子を見ながら，おやつや排泄に誘っていた．そのときＫくんは

パズルをしていたが，おやつが始まったということは雰囲気で分かっているようで，ちらち

らと周りに目を遣っていた．そろそろ食べたくなったかなと思いながら見ていると，Ｋくん

のパズルが仕上がり，「できた！」と声を上げる．「ほんとだ，上手にできたね」と声をかけ

てパズルを覗き込むと，「うん！ もういっかいしよう」とＫくんはまたパズルを崩し始めた．

おやつよりもパズルが楽しいんだなと思いながらも，「Ｋくん，おやつはまだいい？」と聞い

てみると，「うん，これ終わってから」と自分で決めるのだといわんばかりにＫくんは答えた．

「そっか，わかったよ」と私が言うと，「先生，見とって，Ｋ，分かるよ」とＫくんは私をパ

ズルに誘い込んだ．今までは，“見とって”とパズルを一緒にしたがるようなところはなかっ

た．うまく言えないが，“見とって”と言われて，Ｋくんだけの領分に入るのを許されたよう

な気がして，なんだか嬉しかった．「これは･･････ここや」などと，絵や形を見ながらどんど

ん仕上げていく様子に，“すごいなぁ，上手になったなぁ”と思い，パズルが完成したとき，

「お～できたねぇ，パズル上手になったねぇ」と言葉を掛けると，Ｋくんは「うん」と言い，

「Ｋ，おやつ食べてくる」とパズルに満足した様子で，手を洗いにいった．そしてトイレの

前で「おしっこもでる」ともぞもぞとパンツを下ろし，トイレに向かう．私もトイレの前で

待っていると，チョロチョロ･･････とおしっこの音．“お，ちゃんと出てるな”，と中を覗き

込むと，Ｋくんと目が合い，私が「おしっこのいい音聞こえたよ」と言うと，Ｋくんははに
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かむような表情を見せた．トイレから出てきたので「パンツはこうか」と声を掛けると，そ

のはにかんだ表情のまま，ぼそっと「Ｋ，できんもん．Ｍ先生にしてほしいもん」と言う．

いつもなら自分でさっさと履いてしまうＫくんなので，それとは全く反対の姿に私はびっく

りしたが，初めて甘えてきてくれたような気がして嬉しくなった．「そうなん，じゃあ今日は

一緒にしようね」と手伝おうとすると，Ｋくんも身体を私の方に寄せてきて，一緒にパンツ

やズボンを履いていった．履けると，またパッと離れ，「おやつ食べてくる！」と手を洗い，

おやつを食べに向かった． 

（鯨岡峻「なぜエピソード記述なのか」より） 
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【課題文 Ｂ】 

 

女児Ｒちゃん（1歳7ヵ月）は４人家族で年長クラスに兄がいる．母はＲちゃんと一緒に送

ってくる兄のことが気がかりで，慌ただしくＲちゃんを担任保育士である私に預けると，直

ぐに兄を年長のクラスにつれて行く日々が続いていた．Ｒちゃんがおもちゃで遊んでいる隙

に「お願いします」と逃げるように行ってしまったり，別れ際にＲちゃんが泣きそうになる

と，お気に入りのタオルやおもちゃをＲちゃんに持たせてごまかすようにそのまま別れたり

するなど，Ｒちゃんにしたらいつの間にか母がいなくなってしまったように感じているので

はないかと気になっていた．そこで私は「Ｒちゃんは何でもわかっているから，別れるとき

は，“バイバイ，ママ行ってきます”とか，“ママがお迎えに来るまでまっててね”など，安

心できるような声かけをしてあげてほしい」と話してきたが，母にはなかなか伝わらなかっ

た． 

 Ｒちゃんは０歳児から保育所に入所しており，１歳になって担任も部屋も新しくなったが，

０歳の時からの仲の良い友だちが一緒だったこともあって，新しい担任の私たちにもすぐに

慣れてくれた．ところが，生活の流れも分かりだし，落ち着いてきた様子をみせて，だいじ

ょうぶだなと私が安心し始めた頃から，Ｒちゃんは登所の時に泣いて来たり，母との別れぎ

わに泣き出して母を求めたりと，不安定な姿を見せるようになった．まだ１歳児だし，どこ

かでこのような姿が見られるだろうと予想はしていたので，できるかぎりＲちゃんの不安な

気持ちを受け止めるように配慮してきたが，泣きやむのに時間がかかったり，気分の切り替

えができにくい日が続いたりしていた．そんなＲちゃんの様子に母も戸惑いを見せるように

なってきた頃のエピソードである． 

 

その日は，耳鼻科へ通院してから登所するとのことで，少し心配して待っていると，だい

ぶ遅くなってからＲちゃんは母に抱かれて機嫌良く登所してきた．母は遅くなったことを気

にしている様子で，Ｒちゃんの健康状態を伝えると，Ｒちゃんを私に預けて急いで帰ろうと

した．Ｒちゃんは突然帰る母の様子に訳がわからない様子で，私に預けられた瞬間にギャ

ー！ と，いつにも増して大声で激しく泣き出し，母にしがみつこうとしたが，母はそのま

ま行ってしまった．母の姿が見えなくなると，Ｒちゃんは「あーちゃん，あーちゃん」と，

母を求めて泣き続けた．母からＲちゃんを受け取った私は，「ママがよかったね，ママと一緒

にいたかったね」と，抱っこをしてＲちゃんの気持ちを代弁して言葉をかけたが，Ｒちゃん
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はすぐには気持ちがおさまらない様子だった．遅い登所でもう給食時間になっていたが，Ｒ

ちゃんの思いを今受け止めることが大切と思い，もうひとりの担任に他の子どもを任せ，Ｒ

ちゃんの不安な気持ちに寄り添って一対一の時間を持った． 

少しすると，私にしがみついて泣いていたＲちゃんが顔を上げ，私を見上げ不安そうな表

情をしたので，「先生はいつもＲちゃんの側にいるよ」と声をかけた．徐々に気持ちも落ち着

いてきて，友達が手を洗っている様子やテーブルに並ぶ給食をチラッチラッと見る余裕が出

てきたので，「Ｒちゃんも給食食べる？」と声をかけると「うん」とうなずいてくれた．そこ

で私の膝に座らせ食卓の方にＲちゃんの身体を向けると，その時は泣き止み，お茶を一口飲

んだ．食事は少し食べると食が進まない様子をみせたので，仕方なく“ごちそうさま”をし

て終った．Ｒちゃんは自分から私の膝を降りるとエプロンを片付けに行き，いつもの姿に落

ち着いたように見えた．さっきの泣きで疲れたのか，布団に寝かせるとそのまますぐに寝つ

いてくれひと安心した． 

ところが午睡から目を覚ますと，Ｒちゃんは突然「あーちゃん，あーちゃん」と激しく泣

き出し，いつもとは明らかに違う様子に驚いた．あまりにも激しく泣くので，どこか痛いの

ではないか，熱があるのではないかと，Ｒちゃんの様子を注意して見たが，身体的な異常は

なく，これは気持ちの問題だと思った．Ｒちゃんの中では母を求める思いが収まっておらず，

この激しい泣きは，保育士に分かってもらうだけでなく母にも分かってほしかったというＲ

ちゃんの「心の声」だと感じた．その後，Ｒちゃんの気持ちがもう一度落ち着くように抱っ

こして，母のお迎えを待った．母も朝の様子が気になっていたようで，いつもより早く迎え

に来ると，「先生，ずっと泣いていた？ 大丈夫だった？」と私に訊いてきた．Ｒちゃんは母

の姿を見たとたん「あーちゃん」と抱きつきに行き，母も「Ｒちゃん」と呼んで抱き寄せた．

私はその母の姿を見てＲちゃんを心配する母の思いが伝わり，Ｒちゃんの今日の思いを代弁

するのは今しかないと思った．今日の様子を伝えながら，Ｒちゃんの思い（心の声）も一緒

に母に伝えた．“黙っておいて行かれたことが嫌だった”“今日は一緒にいたかった”など，

Ｒちゃんが不安になった思いをできるだけわかりやすく心を込めて母に伝えると，「ほんまや

な，わかった」と母も素直に受け止めてくれて，「ごめんな」とギュッとＲちゃんを抱きしめ

た．母に抱かれながら私を見るＲちゃんのまなざしがとても満足そうで，「よかったね」と心

を込めて視線を送り，やっとＲちゃんと心が通じ合えたように思った． 

                   （鯨岡峻「エピソード記述を読む」より） 
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